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2Shizuoka City

１. 大谷・小鹿地区の場所と位置づけ、グランドデザイン
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静岡市の目指す将来像（集約連携型都市構造）

（1）大谷・小鹿地区の位置づけ

出典：静岡市都市計画マスタープラン
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１）目指すべきまちの姿

「活発に交流し、価値を創り合う創造型産業のまち」
～永きに渡り続く、自ら創るまちづくり～

目指すべき導入機能

日本平久能山スマートIC（R1.供用開始）

恩田原・片山地区（32.8ha）
整備計画図（案）

２）土地利用の基本方針

宮川・水上地区（47.1ha）
整備計画図（案）

（H31.2工事着手）

宮川・水上地区まちづくり
ビジョン（H31.3）

対象区域：125ha
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（2）大谷・小鹿地区まちづくりグランドデザイン

工業・物流エリア(先行整備) 約28ha

居住エリア 約18ha

農業エリア 約14ha

交流施設エリア(先行整備) 約20ha
※H25計画当時の面積であり、計画進捗に伴い変更となっている

Shizuoka City
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２. 持続可能なまちづくりの推進
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1）当地区を取り巻く、社会情勢の変化

・日常生活に必要な買い物、病院までの移動が困難
・バス停までの移動が困難

・エネルギー需要の平準化が図られていない
・災害時のエネルギー確保が困難

・高齢者の健康維持
・新型コロナウイルスにより外出機会の減少

・自治会等組織の高齢化、縮小化による地域活動の維持
・新型コロナウイルスによるコミュニケーションの減少

・少子高齢化の更なる進展
・自然災害の多様化
・新型コロナウイルス感染症の長期化
・静岡市が脱炭素の取組を表明（R2年12月）
・「静岡市デジタル化推進プラン」策定予定（R3年度末） など

① 環 境

② 移 動

④ 健 康

③ ｺﾐｭﾆﾃｨ

2）対応が求められる４つの視点
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（1）大谷・小鹿地区まちづくりグランドデザイン実現に向けた取組み
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＊Point＊
① 地域を「つくること」だけでなく、「育てること」を重視
② 地域の担い手（住民・事業主・地権者等）が主役
③ 地域の担い手が関わりあいながら進める
④ 一定のエリアを対象とする

「エリアマネジメント」の定義
(国土交通省)

地域における良好な環境や地域の価値を維持・向上させるための、住民・事業主・地権
者等による主体的な取組
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（2）エリアマネジメントとは

・快適な地域環境の形成とその持続性の確保
・地域活力の回復・増進
・資産価値の維持・増大
・住民・事業主・地権者等の地域への誇りと愛着や満足度の高まり

エリアマネジメントの効果

「地域への誇りと愛着ももつ」ことに向けて
・地域の人々が地域資源に目を向けることが必要
・今ある地域資源を活かしていく、これから新たにできるものに関わっていく
・小さな集まりから仲間を増やしていく

Shizuoka City
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出典：内閣府地方創生推進事務局

（3）エリアマネジメントの活動

Shizuoka City
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● 活動目的
地元まちづくり検討会議で策定された「まちづくりビジョン」の実現を目指し、まちづくりの担い手として、

持続的・効果的にエリアをマネジメントし、住民・商業者・来街者等に価値あるサービスを提供する。

● 活動目的
地元まちづくり検討会議で策定された「まちづくりビジョン」の実現を目指し、まちづくりの担い手として、

持続的・効果的にエリアをマネジメントし、住民・商業者・来街者等に価値あるサービスを提供する。

草薙地域を静かに守る
氏神様がおられる草薙神社

草薙のまちづくりを行政の
立場でがっちりサポート

誰でもいつでも寄れて過ごせる
あなたの居場所草薙テラス

草薙ライフが充実、多種多様な
お店が連なる草薙商店街

近隣の小学生から大学生まで
まちづくりに若いパワーを！

無形民俗文化財を継承する
草薙神社龍勢保存会

消防団や有度子どもを守る会が
まちの安全をよびかけます

（4）草薙カルテッド
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２）あるべき姿

緑につつまれながら
～「緑」と暮らす街～

知を創造する
～「文教」の街～

コミュニティを、未来へ
～「にぎわい」のある街～

ほっとする
～「安全・安心」な街～

１）まちづくりの理念
「次代につながる選ばれる街」

～草薙周辺に住む人、来る人、みんなが主役～
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【市の支援】
・賑わいのまちづくり事業
・あかりのまちづくり事業

3）まちづくり組織の設立
「まちづくりビジョン」に基づいたまちづくりを推進するため、エリアマネジメント組織を設立

文化教育事業G
文教などの資源を活かす

駅周辺賑わい事業G
草薙を魅力的な価値ある空間にする

安心、安全、住み良さ事業G

草薙での暮らしを豊かにする

一般社団法人 草薙カルテッド一般社団法人 草薙カルテッド草薙カルテッド会議（一回/月）
で各グループの活動を検討・報告

【市の支援】
・あかりのまちづくり事業
・移動しやすい環境づくり事業

【市の支援】
・まちづくりインターンシップ

（5）草薙カルテッドの取組み

Shizuoka City



②大谷・小鹿地区まちづくり組織研究会

（コア会議） （ワーキンググループ）
：事業計画、

組織体制 等
：取組事業

の検討等

役割：グランドデザイン実現のために、エリア
マネジメント組織設立に向けて検討

検討メンバー：

連合自治会
周辺自治会
周辺企業
学校関係者

など

検討メンバー：

連合自治会
周辺自治会
周辺企業
学校関係者

など

都市再生推進法人「（仮）UDC大谷・小鹿」

エリアマネジメント組織の設立

③恩田原・片山地区まちづくり研究会

役割：グランドデザインをより具現化す
るため、将来まちづくり計画を検討

■メンバー構成

周辺自治会

学校関係者 一般住民

周辺企業など

④宮川・水上地区まちづくり研究会

＋α 交通計画（MaaS）

役割：グランドデザインをより具現化す
るため、将来まちづくり計画を検討

■メンバー構成

周辺自治会

学校関係者 一般住民

周辺企業など

【役割】
地区の価値を高めるため企画・検討
からビジョン策定までの一連を実行

【メンバ－】
産 ：エネルギー企業、電機関連企業、業務代行者、周辺企業等
学 ：大学、小学校
民 ：土地区画整理組合、自治会
官 ：静岡市
座長：学識経験者

① 大谷・小鹿地区まちづくり検討会議
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（6）大谷・小鹿地区まちづくり検討会議の設立

Shizuoka City
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（7）実現に向けたロードマップ
R７年度
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項目 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

住宅移転・工事（道路・調整池・造成等）

住宅移転・工事（道路・調整池・造成等）

換地設計、区画整理実施設計

官民連携まちなか再生推進事業

（プラットフォームの構築、未来ビジョンの策定）

エ
リ
マ
ネ
組
織
設
立

大谷・小鹿地区まちづくり組織研究会

エリアプラットフォーム検討、先進事例・制度研究 恩田原・片山地区まちづくり研究会 宮川・水上地区まちづくり研究会

組
合
解
散

未来ビジョン「まちづくりの理念、あるべき姿」策定

宮川・水上地区ガイドライン策定 地区ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝの運用

（景観、建築、緑地等）

恩田原・片山地区ガイドライン策定

広報・啓発活動、自立型システム（財源・人材等）の検討

本要望中整相談

学識経験
者等打診

準備会

恩田原・片山地区実施計画策定 宮川・水上地区実施計画策定

未来ビジョン等の

共有・周知
先進事例・制度研究、

過年度業務整理

換地処分、清算金

エリアマネジメント

事業

大谷・小鹿地区まちづくり検討会議

組
合
設
立

仮換地指定、都市計画決定

(R43.28時点)
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